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水稲品護「つぶψたかJ. rつぶみのりJの栽培特性

菅原浩視@及川あや・阿部陽@吉田宏 1)

(岩手県農業研究センター1)岩手県農業研究センター県北農業研究所)

Cultivation Methods of New Rice Varieties “Tsubuyutaka" and 

Hiromi SUGA WARA， Aya OIKA WA， Akira ABE and Hiroshi Y OSHIDA 1) 

(lwαte Agricultural Research Center， Kitakami， lwαte， 024-0003， Japan; 

1)lwate Agricultural Research Center， Northern Region Agricultural Research lnstitute， 

Karumai， lwate， 028-6222， Japan) 

岩手県では，低コスト生産や飼料稲への利用を視野

に入れた多収品撞の開発に取り組んでいる.一方，近

年，遊休農地の増加，輸入家畜錦料や原油の価格高騰

を背景に，飼料用米品種やバイオエタノール用品種の

要望が高まってきていることから， 2009年に「つぷゆ

たかJ • IつぶみのりJを品種登録出願した. Iつぷゆ

たか」は，出穂期，成熟期とも「ひとめぼれJ並の“晩

生の中"に属する岩手県中南部で栽培可能な多収品種

である.一方， IつぷみのりJは，熟期が「あきたこま

ちJ並の“中生の早"に属する岩手県中北部で栽培可

能な多収品種である.

本報告では， これら 2品種の栽培特性(施JlE体系)

を検討した.

材料および方法

供試品積の「つぶゆたかJは1993年に旧岩手県立農

業試験場県南分場(現岩手県奥州市)において「江70

(チヨホナミ/山形37号)Jを母， Iふくひびき」を父と

して交記した後代系統である. Iつぷみのり」は1999年

岩手県農業研究センター旧銘柄米開発研究室(混岩手

県奥州市)において「北陸188号Jを母， I岩南20号」

を父として交配した後代系統である(第 l表).

1998~2000年に岩手県農業研究センター旧銘柄米開

発研究室， 2001 ~2008年に岩手県農業研究センター，

2007~2008年に岩手県農業研究センター県北農業研究

所(岩手県軽米町)に実施した水稲品種育成試験，奨

励品種決定調査および栽培試験を行った.また， 2008 

年に実施した岩手県内 4ヵ所の奨励品種決定調査現地

試験結果も解析に用いた.

収量は粗玄米収量とし，佐JJ伏程震はむ(倒伏なし)

~ 5 (完全倒伏)とした.

結果および考察

(1) rつぶゆたかJの収量性

fつぷゆたかjのrrf穂数と組玄米収量との関係をみる

と， ITf穂数が380~460本で、組玄米収量が750kg/lOa以

上であった(第 1図).

(2) rつぶみのりjの収量性
「つぶみのりJの組玄米収量は，倒伏程度が3以上の

場合，極端に低下した(第2図).倒伏程度が 3以ヒの

場合を除くと， IIf穂数が450本以上で組玄米i仮設は750

kg/10a以上で、あった.

(3) rつぶゆたかJ. rつぶみのりJの施肥法
「つぶゆたかJの施肥事{7IJは，窒業施思議 (kg/10a)

が基肥 7+ 1 kg/10aを5田分施した区，基肥 9+幼穂
形成期 2，および基肥9十分げつ期 2十幼穂形成期 2，

および基杷9十分げつ期 2十諒首分化期 2十幼穏形成

賂 2 などの区で rrf穂数が380~460本かっ粗玄米収量750

kg/10a以上で、あった(第2表).

「つぶみのりjの施肥事例では，住tl伏が3以内で、かっ

組玄米収景750kg/10a以上である誌は基肥 6十幼穂形

成期 2，基肥8+幼穂、形成期2，基肥9十幼穂形成期

3，および基肥 9+幼穂形成期 3十穂描期 3であった

(第3表).

「つぷゆたかJおよび「つぷみのりJは既存品種より

基肥を増やし，かっ追Il巴をすることで，飼料用米とし

て期待される多状性(粗玄米収量で、750kg/10a以り

を発揮できる. 750kg/10aの組玄米収量を日襟とした

施肥体系は， Iつぶゆたかjでは，窒素成分で基肥は8

~ 9 kg/10a とし， IIf穂数が380~460本確保可能な 8 月

中旬頃の分げつ期と幼穂形成期にそれぞれ 2kg/lOa追

肥する. Iつぶみのり J では，窒素成分で，基杷は 6~

9 kg/10aとし，倒伏を回避するため幼穂形成部言iJの追

杷は控え.幼穂形成期追肥 2kg/10aを実施する.また，

倒伏防止のため十分に中干しを実施する.

両品種とも施JlE量が多くなることから，いもち病の

発生に注意し，基本防訟を行うこととする.
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「つぶゆたかJ• IつぶみのりJの交配組合せと生態的特性第 l表

いもち病抵抗性

遺伝子型 葉いもち

pja やや強

Pjj やや弱

強

やや弱

障害型

耐冷性

強

撞強

強

中

耐倒伏性

強

やや弱

中

中

早晩性

晩生の中

晩生の中

中生の早

中生の早

交配組合せ

江 70/ふくひびき

コシヒカリ/初星

北陸 188号/岩南 20号

コシヒカリ/奥羽 292号

品種名

つぶゆたか

ひとめぼれ

つぶみのり

あきたこまち

pja，pjb 

pja， pjj 
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「つぶみのりJのEIf穂数と組玄米収量の関係 (n=40) 

塁審J~研軽米

第 2図

rri総数俄伏粗玄米収

(本(O~5) はg/IOa)

157 0..) 813 
472 0.4 805 

506 1. 3 817 
4百 2.2 839 
524 4.0 589 
491 4.5 647 
510 5.0 572 
-148 0.3 803 

370 1.2 684 
449 4.5 498 

「つぶみのり」の施肥と粗玄米収量 (2008年)

室主詩施丹1JiI; (kg/I Oa) 

;JìiR巴分げつ幼]~ 秘HiIIi
押長

(cm) 

88 
91 
90 
89 
102 
106 
105 

89 
81 
96 

第 3表
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「つぶゆたか」の施肥と組玄米収量

稿!長

加
一
例
一
刷
出
川
辺
倒
一

ωm日
mmU
引

組玄米収縫

j災fvf'経米

八橋主J!- 2) 

(kg/IOa) 

802 
775 
794 
776 
842 
738 
766 
758 
792 

{到{犬

(0~5) 

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.3 
0.5 

2.3 

m穂数

(本)

354 
336 
368 
436 
435 
377 
402 
455 
451 

第 2表

き立系施ij~f益 (kg/l0a)

年次募 3穏幼滅
jlいつ設形分

2002 

2004 

1 X5@) 
2005 

2008 
I~研. ~t上

注1)分げつ期:6 /10 (!~líJF'北上)，
注 2) :tíJ~)J巴2000kg/10a投入

6/28 (八i級王手)

28 

J主)2008年:分げつ郊:6/10，穏首分イヒAA:6/30 
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